
1

「エイズ患者の緩和ケア病棟への受け入れ

を進めてきた経過報告」

県立広島病院 呼吸器内科・リウマチ科

土井正男土井正男
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HAART導入による療養形態の変化と課題養

HIV感染者 ⇒ AIDS発症 → 末期日和見感染、エイズ脳症
悪性腫瘍（脳リンパ腫 カポジ肉腫）悪性腫瘍（脳リンパ腫、カポジ肉腫）

末期になると緩和ケア病棟 または
HAART導入により

生命予後が改善

↓

末期になると緩和ケア病棟 または

一般病棟で緩和ケアチームと併診

↓

悪性腫瘍： 肝臓がん、肺がん、胃がん、乳がん、大腸癌など

＋＋

生活習慣病： 脳血管障害、循環器疾患、認知症など

↓

患者の高齢化： 在宅介護支援や長期入院療養の必要性

2



3

緩和ケア病棟の施設基準と診療報酬の改訂

（2008年4月）
施設基準

主として苦痛の緩和を必要とする悪性腫瘍の患者及び

後天性免疫不全症候群の患者を入院させ、緩和ケアを

行うとともに、外来や在宅への円滑な移行も支援する病

棟であること。

診療報酬の改訂

抗HIV薬及び血友病の治療薬が、緩和ケア病棟入院料

の包括除外薬剤とされた。

診療報酬 改

の包括除外薬剤とされた。
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エイズ治療拠点病院/ 受療協力医療機関

と 緩和ケア病棟の広島県内分布図と 緩和ケア病棟の広島県内分布図

緩和ケア病棟をもつ
エイズ治療拠点病院/受療協力医療機関 ２＋１＝ ３ 施設治療拠点病院 受療協 医療機関 施設

緩和ケア病棟をもたない
エイズ治療拠点病院/受療協力医療機関 ３＋２１＝ ２５ 施設

エイズ治療拠点病院/受療協力医療機関ではない緩和ケア病棟 ５ 病棟
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HIV陽性者に対する緩和ケア医療に関するアンケート調査

１ 目的１ 目的

HIV陽性者の緩和ケア医療に関する対応状況を確認するとともに，現状の問題点

とその解決方法について検討する。また，平成20年度から診療報酬の改定により，

抗HIV薬及び血友病の治療薬が緩和ケア病棟入院料の包括除外薬剤とされたこと抗HIV薬及び血友病の治療薬が緩和ケア病棟入院料の包括除外薬剤とされたこと

による状況の変化も併せて確認する。

２ 調査期間 平成21年10月5日～平成21年10月30日

３ 調査対象と内容

①全国の緩和ケア病棟を有する203の病院に対し，HIV陽性者に対する緩和ケアの

受入れ状況について，アンケート調査を実施。（以下「アンケート調査①」）

②中四国ブロックの56のエイズ治療拠点病院に対し，緩和ケアを必要とするHIV
陽性者への対応状況について，アンケート調査を実施。（以下「アンケート調査②」

４ アンケート方法４ アンケ ト方法

匿名（施設名を記名しない）により実施。

５ 回収率

アンケート調査①：115/203 （56 6％） アンケート調査②： 29/56 （51 8％）アンケート調査①：115/203 （56．6％）、 アンケート調査②： 29/56 （51．8％）

県立広島病院エイズ支援室、緩和ケア科5
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緩和ケア病棟を有する病院に対するアンケート①調査結果 （１）
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緩和ケア病棟を有する病院に対するアンケート①調査結果 （２）

※その他の質問は，共通質問Ⅱの選択により，アンケート内容を変えてい

るため それぞれに分けて 次頁から結果を記載していまするため，それぞれに分けて，次頁から結果を記載しています。
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緩和ケア病棟を有する病院に対するアンケート①調査結果 （３）
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緩和ケア病棟を有する病院に対するアンケート①調査結果 （４）
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緩和ケア病棟を有する病院に対するアンケート①調査結果 （５）
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緩和ケア病棟を有する病院に対するアンケート①調査結果 （６）
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中四国ブロックの56のエイズ治療拠点病院に対し，

緩和ケアを必要とするHIV陽性者への

対応状況についてアンケート結果
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エイズ治療拠点病院に対するアンケート②調査結果 （１）
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エイズ治療拠点病院に対するアンケート②調査結果 （２）
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エイズ治療拠点病院に対するアンケート②調査結果 （３）
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HIV陽性者の緩和ケア医療体制と整備案

緩和ケア病棟をもつ
エイズ治療拠点病院/受療協力医療機関 ２＋１＝ ３ 施設イズ治療拠点病院/受療協力医療機関 ２＋１ ３ 施設

→ 緩和ケア病棟スタッフへのHIV診療・看護の研修
HIV診療チームの緩和ケア病棟への協力と支援

緩和ケア病棟をもたない
エイズ治療拠点病院/受療協力医療機関 ３＋２１＝ ２５ 施設

→ HIV診療チームの緩和ケアチームへの協力と支援
緩和ケアチームスタッフへのHIV診療・看護の研修

エイズ治療拠点病院/受療協力医療機関でない
緩和ケア病棟 ５ 病棟

→ 緩和ケア病棟スタッフへのHIV診療・看護の研修
HIV診療連携体制の整備と構築 16
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「緩和ケア病棟へのエイズ受け入れ」に関する研修会開催

緩和ケア病棟をもつエイズ治療拠点病院/受療協力医療機関緩和ケア病棟をもつエイズ治療拠点病院/受療協力医療機関

日時：平成22年12月2日（木）17時30分～19時

場所： 某病院 中央棟講堂

講義１講義１

「HIV／AIDS看護について ～緩和ケアスタッフに必要な基礎知識～」

広島大学病院 エイズ医療対策室

エイズ予防財団リサーチレジデント看護師 鍵浦文子イズ予防財団リサ チレジデント看護師 鍵浦文子
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”緩和ケア病棟へのエイズ患者受け入れ”に関する研修会と会議

１．主催

広島県エイズ治療中核拠点病院、広島県。

２．目的

”緩和ケア病棟のエイズ患者受け入れ”に関する現状把握およびエイズの

基礎知識 エイズ医療の現状 最近の動向等の情報共有基礎知識、エイズ医療の現状、最近の動向等の情報共有。

３．目標

末期のエイズ患者および末期癌をもつHIV感染者の緩和ケア病棟への円滑末期の イ 患者および末期癌をも 感染者の緩和ケア病棟 の円滑

な受け入れ体制の構築。

４．対象

広島県内の緩和ケア病棟の医師およびその他の職員（看護師、SWなど）

５．開催場所

平成23年3月3日（木）18時30分 20時 某病院 新東棟2階研修室平成23年3月3日（木）18時30分〜20時、某病院 新東棟2階研修室

18



19

”緩和ケア病棟へのエイズ患者受け入れ”に関する研修会と会議

研修会・講義１（18:30～19:10）

「緩和ケアスタッフのためのＨＩＶ感染症基礎知識」

日時：平成23年3月3日(木)18時30分～20時、場所： 某病院 新東棟２階研修室

「緩和ケアスタッフのためのＨＩＶ感染症基礎知識」

講師：広島文化学園大学看護学部 教授 高田 昇

研修会・講義２（19:10～19:30）

「ＨＩＶ感染患者の病棟診療の注意点」

講師：県立広島病院 看護専門員 濱田 恵子

「緩和ケア病棟のエイズ受け入れ に関する会議（19 30 20 00）「緩和ケア病棟のエイズ受け入れ」に関する会議（19:30～20:00）

助言者：広島文化学園大学看護学部 教授 高田 昇

県立広島病院 看護専門員 濱田 恵子

県立広島大学保健福祉学部人間福祉学科 准教授 大下 由美

参加していただいた７施設の緩和ケア病棟職員に意見をもとに参加 施設 緩和ケア病棟職員 意見をも

、緩和ケア施設へ講師を派遣する出張研修会開催の希望を調査。
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”緩和ケア病棟へのエイズ患者受け入れ”に関する出張研修会

研修会名： ＡＩＤＳ研修会

主催： 某病院 院内感染対策研修会として

修対象 緩和ケ 病棟 タ と病院職員希望者研修対象： 緩和ケア病棟スタッフと病院職員希望者

日時：平成23年5月24日(火)18時30分～20時

場所：某病院 大会議室場所：某病院 大会議室

参加人数：57名

講演１ （18 30 19 30）講演１ （18:30～19:30）

「ＨＩＶ感染症の概要」

広島大学病院 輸血部・エイズ医療対策室 藤井輝久広島大学病院 輸血部 イズ医療対策室 藤井輝久

講演２ （19:30～20:00）

「ＨＩＶ／ＡＩＤＳ患者への看護」

広島大学病院 看護部 大塚和歌子広島大学病院 看護部 大塚和歌子

20



21

“AIDS研修会”への参加者に対するアンケート結果
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”緩和ケア病棟へのエイズ患者受け入れ”に関する出張研修会

２０１１年１２月に広島県内の緩和ケア施設へ出張研修会

希望に関するアンケートを送付した結果、８施設中４施設

から研修会開催を要望した。

エイズ治療拠点病院/受療協力医療機関

ではない緩和ケア施設

研修会開催を要望した４施設において、

広島県と広島県エイズ治療中核拠点病院が主催する研修会

を２０１２年９月〜２０１２年２月までに開催予定である。
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ま と め

1. 平成２１〜２２年度、エイズ患者の緩和ケア病棟への受け入

れ現状の把握と問題点抽出をアンケ トにより実施れ現状の把握と問題点抽出をアンケートにより実施。

2. 平成２３年度、広島県内の緩和ケア施設職員に対するエイ

ズ情報の提供と同時に、受け入れに関する問題点抽出目的

の会議を開催。

3. 平成２４年度、広島県エイズ治療中核拠点病院が主催する

エイズ研修会を要望する緩和ケア施設において実施中。イズ研修会を要望する緩和ケア施設において実施中。

今後は、実際の受け入れ事例に関する情報をエイズ診療

施設と緩和ケア施設が共有し検証していく。
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